
〈小学校家庭部会〉

1研 究 主題

「評価規準を活用した個に応じた指導と評価に関する研究開発」

H研 究 の概 要

家庭部会では、平成13年 度 ・14年 度の研究の成果を踏まえ、指導 と評価の一体化を 目指 し、

次の2点 を重点に研究を進めた.

1個 に応 じた指導の工夫

一人一人の児童に
、基礎 ・基本 を確実 に身に付けさせ ることが個 に応 じた指導の基本であると考

える。そこで、実践的 ・体験的な活動を通 した問題解決的な学習を展開し、「努 力を要す る」 と判断

され る児童への具体的な手だてを具体的な評価規準 と指導案 に組 み込み、きめ細かな指導を心がけ、

基礎 ・基本の定着を 目指 し、学習につまずいている児童への言葉 かけや、資料の活用、ティー ムテ

ィーチング(担 任 、ゲス トティーチャー一)等 の多様な指導方 法を取るこ とに した,

このよ うな工夫をす ることで、「努 力を要する」と判断 され る児童が 「おおむね満足できる」状況

に、「おおむね満足できる」と判断 され る児童が 「十分満足で きる」状況へ と変容 し、家庭科の基礎 ・

基 本の定着へっながった。

2評 価の工夫

個 々の児童の評価の結果を生か した指導をするとともに、その後 の指導を工夫 ・改善 し、さらに

評価 を行 うことが大切である。学習活動 中には、教師が座席型評価記録を利用 し、活動中の児童の

評価 を行った。また、評価の4観 点をワー クシー トに組み込み、観点をず らさないで評価ができる

よう評価方法の工夫をした。

一人一人の児童 の評価を確 実な ものとす ることによ り
、家庭生活 に関心をもち学習意欲を高 め生

活 をより良くしていこうとす る態度を育て るよう、指導 と評価 の一体化を試みた。

皿 研 究 の 内 容

今 年度は 、学習指導要領の内容(2>「 衣服への関心」から、「洗たく名人になろう」と内容(4)「 食事への関

心」内容(5)「 調和の良い食事のとり方」から「レッツ トライ1わ が家の食事作り」の2事 例 を開発し、この事例を

基に指導と評価 の一体化を試みた.

指導と評価の一体化を進めるために、以下のような方法を試みた。

具体的な評価規準と「努力を要する」と判断される

児童への手だてを指導計画N立 置付ける

児童一人一人の実態把握

学習につまずいている児童への言葉かけや

助言

座席型評価記 録やワークシートを利用した

評価 の工夫

資料の活用

・ ティームティーチング
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】V指 導 事 例

(1)題 材名 第5学 年 「洗 た く名 人 にな ろ う」

題材の目標 ・洗たくに閲心をもち、進んで徒たくしようとする。
・衣服の種類や汚れに応じた澁たく、環境を考えた洗たくの仕方を工夫できる,
・手洗いによる洗たくができるようにする。
・衣服を気もちよく著るために洗たくなどの手入れの仕方が分かる。

① 指 導 計 画 と評 価規 準

【学 習指 導要領 内容(2)「 表服 への 関心 」の 評価規準 】

家庭生活への関心 ・慧欲 ・態度 生活を創慧工夫する能力 生活の技能 家庭生活についての知議 ・理解

衣服に関心をもち、団常著を気

もちよく着た り、手入れしたり

しようとしている。

衣生活を見直 し、日常着の着方と

手入れに一ついて考えたり,自 分な

りに工夫 したりしている。

日常着の着方と手入れに関する

基礎的な技能を身に付けている

衣服の価きが分か り、日常着の

着方と手入れについて理解して

いる。

1題材 名 「洗た く名人になろ う」 の評価規準1

寒庭生活への関心 ・意欲 ・態度 生活を創意工夫する能力 生活の技能 家庭生活にっいての知識 ・理解
・日常着の手入れに関心をもち

衣服を大切に扱 う。
・気もちよく着るために手入れ

をしようとしている.

・衣服を気 もちよく着るために日

常著の手入れを考えたり、自分

なりに工夫 した りしている,

・考 え た 手順 で 手洗 ヤ・に よ る洗

た くが で き る。

・疵たくの順序が分かる。
・洗たくの必要性、仕方が分か

る。
・洗たく以外の手入れの仕方が

分かる。

「努 力を要す る」と判断 され る児童への具体的な手だてを評価規準に組み込み指導にあたった,

【指導 と評価の計画】(4時 間扱い)(吹 き出 しは児童の気付き)

小 題 材
学習活動に即した具体的な評価規準 く評価方法 〉

Oね らい ・学習活動
関心 ・意欲 ・態度 創意工夫する能力 技能 知識 ・理解

(時 間)
B 手だて Bi手 だて

:B
l手 だ て B 手だて

願

1洗 た くを しよ う

O手 洗いの漉たくを通

欄 ①)く つ

下の洗たく

うまくいか

ないところ /π どう、て.ん なに泡だ、けにな。て
{知①)洗 た

くの手順が

板書を確か

めるよう助

して洗た くの手順が に意欲的に を 確 か め 、 しまったのかな? 順序よく書 言す る。

分 か る。 取り組んで い っ し よに ・思 い 切 って もっ とご し ご し洗 っ て 大 き込まれて

O進 んでくつ下を洗た い る。 実習する。 丈夫だよ い る。 く ワ

〈す る. 〈観察〉 ・すすぎの木がまだにごっているね 一 ク シー ト

・基本的な洗たくの手順 ・いっ まで 洗 っ て い る の? ①〉

を 知 る。 ・あ圭リカを入れすぎると伸びちゃう

・手 順 に 沿 っ て 、洗 た く よ

をす る。

{1時 間 〕

・干したら木がたれちゃったね
」

2め ざせ洗たく名人 欄 ②}自分 前時の実習 ll {知②}涜 た 前 時 の ワ ー

O洗 た くの闇題点を見 なりの悶題 でとまどっ …1… <の 必 要性 、 ク シー トを

つけ、むだのない自黙

にやさしい方法を考

えることができる。
・洗たくでわからなかづ

たことや工夫 しこと

を尭表する。
・わか らなかったことな

点 を 見 つ け

る こ とが で

き る。 〈 観

察 ・ワー クシ
ー ト① 〉

たところな

どを思い出

すよう助言

する。
一 一

4涜 剤や水はどの齢 れればよか)・

たのだろう?
・すすぎは何回くらい水をかえれば

よかったのかな?
・どんなふ う帽二洗え雌5汚れオ=しっカ・

り落ちるのだろう?

仕 方 を理 餌

して い る。

<ワ ー クシ

ー ト① 〉

見たり、実

習を思い出

すよう助言

する。

どを調べて鯉決する。

(1時 問 〕

3み んなそろって {関③}気 も 記入内容を (創①〉自分 前時での問

洗たく名人 ちよく着る 具体的{水 なりの工夫 題点や解決

O自 分で選んだ物の洗 ために、洗た の量、涜剤 をして庇た 方法を参考

た く が で き る。 くの計画に の分量な くの仕方を にしながら く技①)自 自分なりの

0気 もちよく着るため 意欲的に敢 ど)に 助言 考えようと 考えるよう 分が考えた 工夫を確昭

の手入れの仕方が分 り組んでい す る。 して い る。 助言する。 方怯を敢り させ た り 、 (知③)洗 た 寒でどのよ

か る 。 る.〈 ワ ー ク く ワー ク シ 入れ..手 涜 手順などを く以外の衣 うにしてい

・自分の考えた方注で自 シ ー ト② 〉 一 ト② 〉 いによる洗 具体的に助 服を気もち るのか様子

分なりの工夫をいれ たくができ 言する. よく着るた を思い出す

て計画を立て、洗たく る. めの手入れ よう助言す

をす る. 〈観察〉 の仕方が分 る.

・洗たく以外の手入れに か る。く ワー

つ い て寿 え る。 クシ ー ト②

〔2時間) 〉
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②洗たくの試し実習を通した指導と評価の工夫の事例(Bか らAの 学習状況を実現した児童の様子)

事前の調査で、熱 心に家庭での様子を聞き取ってきた児童Aに 対し、意欲をもって実習をさせ、次時への問

が ・'こ したい 」こ

ア 小題材名 洗たくをしよう(1/4時)

イ 本時の目標 ・手洗いの洗たくを通して基本的な洗たくの手順が分かる.
・進んでくっ下の洗たくができる、

学習活動 〔学習活動に即した具体的な評

価規準〕(評 価の方法)

児童の様子i ■教師の手だて

1君 の事前の実態調査

洗たく … 好き 洗たく経験 … あり 方法は?… 洗た く機を使って。下洗いにも気付いていた

この結果から、手洗いによる洗たくの授業を楽 しみにしていると把握 した。

第1時
・基本的な洗たく

の手順を知る,

〔知①〕

洗た くの手順が 書 き込 まれて い

る一(ワ ークシー ト①〉

手順 どお りに考えながら記入できてい

たので、評価規準 「知識 ・理解①」につ

いて、おおむね満足:Bと 判断 した。

・手順 にそ って洗

た くをす る。

くつ下の洗た くに意欲的に取り

組んでいる。〈観察〉

汚れているところは つまん

で洗 うときれいになるんだ。

・洗たくをしてみ

ての疑問点、問

題点、自分なり

に 工夫 した こ

とな どを ワー

ク シー トに記

入する,

洗たくを している様子、ワ

ークシー トか ら、評 価規準

「関心 ・意欲 ・態度」につ

いては、十分満足できる:

Aと 半1」断 した。

,家 庭での事前学習のことを思い出しながら、手

順 を理解 しワークシー トに記入できていた。

■①家庭での事前学習で、汚れのひどいものは、洗た

く機で洗 う前に下洗いをすることにまで気付いて

いたのでワークシー トにも記入 しておくよう助言

した,

、

固 形 石 け ん と 粉 石 け ん の2種 類 を 使 っ て 洗 お

Lう と し て しゑ__.._一.___,___一.一 一一_一..一.一.、____....」

■ ②使い方はそれでいいのかと声かけをする.,

■ ③2種 類の石けんを区別して使っているのか確認

してみる,

「粉石けんは水にとかして、固形石けんは、汚れ 〕i

ているところに直接こすりつけて洗っている。

④この汚れはきれいにならないかな?と 聞い1

てみる.1

驕 獅 瀟禰 こ引

鐙 離欝囲

■⑤事前に調べてきた下洗いに着 目させ、家では1

どんなふ うに洗っていたかを考えるように助言

本時 では導入に体験的な学習 「試 し実習」を取 り入れ、児童の洗たくへ

の意欲の高まりを目指した。

学習活動時には、具体的な評価規準Bと それを実現していないと判断さ

れる児童への手だてを盛 り込んだ、それにより児童への言葉かけや、ア ド

バイスをより的確なものにすることができ鶴

洗たくの試 し実習時には、座席型評価記録を使い、評価の観 点を絞って
も

記録を取り、評価のポイン トがずれないようにした。また、事前の実態調

査を座席表に載せ、経験のない児童をあらかじめ把握した。

このような指導と評価の工夫をすることにより、おおむね満足に達しな

い児童をおおむね満足できる状況に変えることができ、基礎 ・基本の定着

が図れたと考える。

〈 ワー クシー・ト① 〉抜 粋

水 をいれる。

洗剤 をいれ る.

洗 う

すす ぐ

しぼる

ほす
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③ 座席表を利用 した指導 と評価の工夫(第1次 より)

授業前の事前アンケー ト等か ら学級の実態 ・児童個身の経験・思いなどを知 怯 児童の活動やつまず きを予測する。

それ を授業における児童への手だてに生か してい く、

座席型評価記録(例)

座席表 小題材名 「洗 た くを しよ う」

学習活動に即した

具体的な評価規準

①洗た くの手順が書き込まれている.【知 】(ワ ークシー ト〉

② くっ下の洗た くに意欲的に取 り組んでいる、 【開1〈 観察〉

授業内の評価の観点を しぼ り、本時は②を重点的に評価する、①の知識 ・理解にっいて

は授業後に授業中の簡単なメモや ワークシー トを見て、評価 していく,

r

◎

■

、
事 前の実態調査か ら洗た くの経験 を記号で記入 してお く。

{本時の例)

:体 育着 などの手洗いの経験が ある。

Olハ ンカチ 、くつ したな ど、小物 の手洗いの洗た く経験が ある.

;手 洗 いの洗た くの経験がない。

業 中の活

様 子:本

のス ター ト時

には 、H児 は 、

洗た くの方法

が よ く分 か ら

又 ず、手が進ま一
なか った,そ

B児O D児O E児 ◎ G児OlH児 ■ 1 こで 、きれい

くつ 下 の片 洗 剤 の説 明 い ろ い ろ な 干 し方 に こ 消極的 になると気持

方を先 に洗 を 見 て 量 を 洗い方 を試 だわ る 励 ます. ちがよいと声

い汚れ落 ち 考える して い る。 をかけ、友達

を比較A A B B C→B の様子を観察

するよ う助言

C児 ◎ F児 ◎ 1児o した ところ最

鮫 り直 し 洗た く板偵 手 袋 の よ 後に は、洗い
■

用
」

つ に し て
方を試 しなが

洗 う ら、取 り組 め
噸A/v㌔ ノ)」(LM' 、ノ)～A!㌦AAA 〈!㍉A! 」A脚 へAAへAへ 〆Aハ 西 ～ノ)㌔へ ^^へ く(A^へ((Aる よ う に な っ

1,1黛 惣 た
癌"

〆ノ真体的な評価規準 【関② 】

くっ下の洗 た くに意歓的 に取 り

組んでいる、の評価

又

i・ …㌔

凹劃 瞬鑛1麟
欄 懸 』一一・ノ1闘 昌 翻顯

馳趾

、

1触瓢囲 聾

懸 ・}㎜

塾 灘灘灘 雲二灘
瀬 網1翻 照 ・"'虻 』「 霧

羅1霧 鍵劉
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④ ワー クシー トを基に した指導 と評価の工夫

このワークシー トは、具体的な評価規準の関心 ・意欲 ・態度② と知識 ・理解②の評価

を効果的 に実施するために使用 した,、

〈関② 〉自分な りの問題点を見

つけることができる,

あざせ、洗たく名人"

1。㎜ 貞 ムエ宍点1 [

第1次 の実習 での経験 が生か され

て、汚れ を落とす洗剤の種類 に疑問

を もったのでBと 評価 した.「2種 類

使 って もいいんだよ」 と助言をす る

と、この児童は 『どんなふ うに2種

類の洗剤 を使い分け洗た くを した ら

よいのか』 とい う疑問に変 えた。

前時の学習 を基に、ただ洗剤の使 い方

の疑問でな く、汚れ によって2種 類の

洗剤 を使い分けると言 うところまで考

えが深め られたので、(関①)の 評価は

十分満足できる状況:Aと した。

〈知② 〉洗た くの必要性 、仕

方 を理解 している。

5年f紐 餉

{一 一 『

洗1こく毛りり勲 の2。倍 つ水 セい れ う・

ヅ'ま ぬろい こ よ.さ・れが よくおち な,

1

峰Zn4q=33《 ら・・,

・石 ウM7よ,廠 τいるヒ・うにす りっ ける、

・よ,れ が か ひ い ヒぎは準 π《1板セ種 う

'もお 洗 い ・打し茄 い
晶占

II

実習を通 して汚れが落ちるのを実感 で

き、洗た くの仕方が理解 できたので、B

と評価 した。更に、事前学習での 『野球

のユニフォームの下洗い』 に着 目して、

曳石けんの使防 にも鮒 臨 ノ

L

家 庭での洗た くについて助 言したこ と

で、洗剤の使い方 、汚れの落 とし方 につ

いては、確認 された手順か らさらに詳 し

い汚れ の落 と し方 まで深 め られた ので

〈知②〉の評価は十分満足できる状況=A

とした。

このワークシー トは第1次 と第2時 に使用 した。洗た くの問題点を見つけ解決 してい く

過 程が 】枚のシー トにまとめ られたので、2時 間の活動が結びつけやす くな り、児童の変
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(2)題 材名 第6学 年 「レッツ トライ1わ が家の食事 作 り」

題材の目標 ・自分や友達の食事に関心を持ち、食事の計画作りに必要 なことを学ぼうとする。
・工夫して食事の計画や調理計画を立てることができる。
・ゆでたり妙めたりしておかずの調理ができる。

・食事の計画作りに大切なことや調和の良い食事の作り方が分かる,

① 指導計画 と評価規準

【学習 指導要領 内容(4)「 食事へ の関心」の評価規準】

家庭生活への園心 ・意欲 ・態度 生活を創意工夫する能力 生活の技能 家庭帽 舌についての知諏 ・理解

日常生居に舶心をもち、調和の

よい食事の取り方をしている。

食生活を見直し.調 和のよい日常の

食事について考えたり.自 分なりに

工夫したりしている.

調和のよい日常の食事の敵り方に

関する基礎的な技能を身に付けて

いる。

鋼和のよい日常の食事の取り方に

ついて理解している、

【題材名 「レッツ トライ!わ が家の食事作 り」の評価規準】

家庭生活への関心 ・意欲 ・態度 生活を創意工夫する能力 生活の技能 家庭生活についての知謹 ・理解

・家庭の食事や調和のよい食品の組み合わ ・米飯とみそ汁を中心とした一食 ・来飯とみそ汁を中心と ・主な働きにより、食晶をダルー

せに関心をもっている。 分の食事が調和のよい食事となる した一食分の食事の計画 プに分ける分け方を理解 してい

・米飯とみそ汁を中心とした一食分の食事 よう、食品の組み合わせを自分な を立てることができる. る、

の取 り方に開心をもっている噌 りに工 夫 した りしてい る。 材粋や目的に応じて,ゆ ・栄養的に調和が取れるよう、一

・食事を共にすることにより.人 間関係が ・材料や目的に応 じてゆで方や沙 でたり紗めたりできる、 食分の食事としてどのように食品

豊かになることに気づき、家族のために衰 め方を考えたり、自分なりに工夫 を組み合わせて食べればよいのか

事の計画を考えようとしている。 した りしてい る、 理解している。

1指導 と評価の計画】(呂時間扱い)

小題材 学習活動に即 した具体的な評価規準(評 価方法}

Oね らい ・学 習括動 関心 ・意欺 ・態度 創意工夫する能力 技能 知職 。理解

(時 間) B 手だて Bi手 だて Bi手 だて Bl手 だて

1わが家のおすすめ料理を紹 Φわが家の 自分の好き 弓 : =

介しよう 味に関心を なおかずな

O家 庭の食事に隅L・をもつ』 もち、 おす どを思い出 「努 力を要す る」と判断 され る児童へ の手 だて
・わが家のおナ†め斜霞を見つけ すめ料理を すよう助書

る.
ワー クに記 する. を評価規準 に組 み込 み指導 にあたっ た。

・科哩の9マ ーシヤル 大会の計画 入 し て い

る.く ワ ーを立てる.〔1時1恥
ク シー ト①

〉

2わ が家の味コマーシヤル大 ②おすすめ 自分の好き ①食事の計画 極書などを

会 ・発見献立作りの誹ツ 料理を発表 な食品など 作りに大切な 参考にL分

0鰐 増吻 多操さに蹴 戸をもつ
・コマー シャル大会でお寸す め料

理 を 発 衰 ナ る.

O食 事の計百作嚇で大切なことを

知 …5.〔1時励

し友だちの

料理のよさ

に気づき発

見記号を書

いているく

か ら考 え る

よ う肋言 す

ろ唱

く

r痴 翻 ものには」いろいろな具画杁 っていわ臨

「チャーハンがおいしそうだったけど」よさはなんだろう?オ ムレ

1ツ がふっくら焼けていたけどL

サラダの野菜の色どりはどうでしたか1

こ と 酢 分 か

り、ま とめを

記 入 しτ い

ろ.〈 ワーク

②〉

か らな い こ

とは 質 問 す

る よ う助 言

†る.

ワー ク シ ー

卜③ 〉

3こ れならできるおすすめメ

ニュー ・個別ア ドバイスタイ

ム

o自 分なりに工夫して、科理を考

⑪ 良分な り

の 工 夫 を

し、 ごはん

とみそ汁を

中心 とした

・罐理経験や

食事の3つ の

ポイントを考

えるよう助言

す昏、 ①ゆでる、妙め 講麟4

・5.6年 で雲習した料理を思

い出してみよ う.9滞

栞をi更った料理』監レシピ集1こ

のっ ているので嚇断に しよ

う.1

える.
・栄養的に訓和のよい食事の計面

を立てることができる

O食 事の計 画のア ドバイスを聞

哲、そ抗,を生かして調理の計晒を

立てることができる.
・立てた食事のア ドバイス聞き、

③ ア ドバイ

スに関心を

もち、修正

付 けた しを

書 い て い

る.く ワー

クシー ト④

記入 内 容 を

具 体的1手
・順 、分 量な

ど1に助掴す

る鴫

一食分の食

事 の計画を

記λ してい

石。<ワ
ー クシー ト

③〉

一
・栄養のバ

ランスや色

ど り、味な

どの工夫 を

し て み よ

う.

るなどで作れ る

おかずを取 り入

れ て、一食会の

食事の酔画を立

てている.〈 ワ
ークシー ト④〉

レシ ピ集な

どを3考 に

して斜理 を

考 え させた

り、手暦や分

量 な どの助

言 を したり

②調和の よい

食 事の監え方

が分か り、食

晶 を働書別に

身類できる。
くワーク シー

食 品 詳 の 図

を 参 考 に し

て、嗣和のよ

い 食 事 に な

る よ う助言

す番,

針酉 を児置 し工夫 ナ軌{2時 両〕 〉 する。 ト③ 〉

4お すす めメニ鼻一を作ろう ②材料の切 切り方の師範 ②材料や目的に 手順や火加

り方、味付 をしたり、胴 応 じてゆでた り 減を個別に

Oゆ でた ウ妙めた りして、主なお け盛 りつけ 昧斜の使い方 妙 め た りで 書 指導する。
か ず の 調 理 が で き る 、 の仕方を自 などを助言す る.〈 観鋸〉

O味 付け盛りつけなどを自分なり 分な引こ工 る.

に工夫ずる。 夫 し て い
,

・立てた計西をもとに、隅理実習 乱
を† る.(2時 間1 〈観霞〉

5メ ニニーを振り返 り実践計画 を ④ メ ニ ユ ー 実習の様子 ③胴理実習計面 振 り運 りカ ③栄養の掴面 食品詳の図
見直そ う の擬 り亟 り を思い出す を見直し.競 一 ドやア ド を考えたア ド などを参考

Oメ ニューを振 り返って撒 会 を を し、 家族 よう助言す での輿践計画を バ イスカー バイスができ にす る よ う

し、ア ドバ イスを しあ うこ とで、 のため に実 る. 立 て 石.く ワー ドを審考に 蚤.<ア ドバ 助言す軌

家庭での実践の鰍 を高める。 践 しよ うと クシー ト④ 〉. す るよ う助 イスカー ド〉
・輿習のよかりた歳 反省 点を考 して い15齢 言する噛

え る。 〈蜆蛾〉
・冥踏の計画を立てる。 〔2時間)
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コマー一シャル大会を通 した指導 と評価の工夫の事例(Cか らBの 学習状況を実現した児童の様子)

第1時 の学習では関心 ・意欲 ・態度の評価が 「努力を要する」 と判断 される児童Aに 対 し、第2時 までの間

に随時個別に手だてを取 り、意欲をもって第2時 の学習に取り組めるようにしたいと考えた。

ア 小題材名 おすすめ料理 コ・マーシャル大会 発見食事の計画づくりのこつ(2/8時)

イ 本時の目標 ・料理の多様 さに関心をもつ。・食事の計画づくりに大切なことを見っける。

学 習 活 動 [学習活動に即した具体的な

評価規準】〈評価の方法〉

児童の様子1 .」 ■教師の手だて

児童Aの 事前の実態調査

栄養のバランス … 時々考える 調理実習家庭での実践 … 時々する

この結果から家庭での調理の手伝いに意欲的であることを把握 した。

調理の手伝い … いつもす る

第i時
・ わが家のおすすめ料理をみつけ

る。

・ 大会への計画を立てる。

[関①1

わが家の味に関心をもち、お

すすめ料理をワークシー ト

に記入している。くワークシ
ー ト1

料理を考えることができず、ワークシー トにも記入できなかったで、評

価規準 「関心 ・意歓 ・態度①」については、おおむね満足に達していな

い=Cと 判断した。

コマーシャル大会の様子

第2時
・ コマーシャル大会でおすすめ料

理を発表する。
・ 食事の計画づくりで大切なこと

を知る.

活助の様子 ・ワー一クシー トか ら 「関 心・

意欲 ・態度②」「知識 ・理解①」をおお

むね満足できる=Bと 判断 した。

ワー クシー ト①

意欲的になる

発讃への自信をもつ

r関②1

おすすめ料理を発表 し、友達

の料理の良さに気づき、発見

記号を書いている。

〈ワークシー ト②〉

料理名無記入、不十分な料理図

好きな食品などから料理名を考え

るよう手だてをとったが 「おすす

め料理はない」と答える。

■①家ではご飯炊き等を良く手伝 って

いるとの情報を担任から得る。

■②個別に料理名の相談 「ご飯炊きをい

つも手伝っているんだ瓶 料理名はゆ

っくり考えて」と励ます。

料理 名 「ご飯」に決め、簡単に図 もi

書いて くる。

■③一緒に作業し、料理図を仕上げる。

■④ 「発表に模型 を使ったら」とア ドバ

イスする。

綿などを使い簡単なご飯模型を作るi

第2時 当 貝_.、.、.._,…_

発 表 が 心配 と訴 えて く看。、

■⑤ セ リフを短 く し、練 習 させ る。

上手 くできるか心配 と訴えてくる。

國 ⑥セ リフを書いたカー ドを用意す

る。

薦 齋驚露鋼
1き 、発 見記号を書いている、i
　 　

旨 食事の計画づくりに大切なこと

匡 「栄 養 のバ ラ ンス ・季節 感 ・

L蜘 道江蟄 〕玉い乱一_⊃

〈ワークシー ト②〉抜粋

Ne

献

立

記号

感

想

1

肉

め

豚

妙

カ

体 に

よ い

2

煮物

タ

ど ん

な味

3

パ ス

タ

シ

何味

4

ご飯

ア

た き

た て

最高

■⑦セ リフを書いたカー ドを撮示でき

るよう準備 しておく。

本時では、わが家のおすすめ料理を発表する 「コマーシャル大会」を

通 し、たくさんの料理 に関心をもち食事作 りの計画に生かせるよう指導

と評価の工夫を試みた。発表 に向けて様 々な助言をすることで児童の意

歓が徐々に高まっていることが分かる。また、ワークシー トには一人一

人の料理 にっいて感 じたことを記号化(カ ・・体に よさそ う、タ ・・食

べてみたい、ア ・・おいしそ う、シ ・・新 メニュー)記 入の簡略化や見

やすさを目指した。児童は、友達の発表 をていねいに聞き取 り、料理へ

の関心を高めることができた
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③食事の計画を通した指導と評価の工夫

ア 小題材名 これ ならできる おすすめメニュー ・個別ア ドバ イスタイム(3,4/8時)

イ 本 時 の 目標 ・食品のバランスを考えて、自分なりに工夫を して一食分の食事の計画を考える.

・食事の計画のア ドバイスを聞き、それを生か して調理計画を立てることができる。

学 習 活 動 教師の働きかけ 予想される児童の活動

本時の学習のねらいを知らせる。

朝食の とり方を振り返ろう

O朝 食の働きを罐認 し、自分の朝

食のとり方を振 り返るb

・食品をバランスよく組み含わせて食べて

いるか.自 分の朝食のとり方 を握 り返 さ

せる。

休 口の朝 作 吻の計面をしよう。

O食 事の計画の立て方の謝イン ト

を碓認す る、

・一食分の食喜の計画の立て方の

手順を知る。

〇三つの食品群を組み合わせて、

休 日の朝食のおかずを考える。

・盛 りつけ図を描く。

・食品を食品群に分類 し、バラン

スを調べる。

・不足する食品群を捕 うおかずを

考える,

O食 事作りで大切なことを確認す るe

盛 りつ1栄 婆のハ 味

の色どりをき ランスが大事 けをうまく

れいにしたい 讐なあ したい

・食事の計画作 りの手順を踏む と、食品の

バランスが取りやすいことに気づかせる

・ごはんとみそ汁に合 う萄でたり、妙めて

作る主なおかずを考えさせる.

・調 理 時 間 は 、 一 人15翁 位 ハ† る.
rr

どの食晶群に入

石のか分からなU

料 理 の作 り

方 』宝分か ら

な くて

グ

主なおかずが

患いっかない

母の好きな半熟の目玉

焼きを作ろう

・聞きたいことなどをまとめてお くよう伝

える。

ア ドバイスタイムスター ト

・助首を聞いたり無間点をたずね

たりす る。

料 押 よ 料理 の作 り方

か らな くて が分か らな くて

量韻よ'・ 配

・らない とこ ろが ありま

ア ドバイスを生かして調理計画を立てよう

・調理計画表を作る。

・ア ドバイスを取 り入れて、食事

の計画に自分なりの工夫をす

る.

・立てた調理計画をもとに実習へ

の見通 しをもっ。

画岩監うま く 萱}諭・らなめ}った

て られ そ う ことが分 かったぞ

どんな工夫 をす れ

、 ・の か元

・材料等の準備をするよう伝える。

〔学習活動に即した具体的な評価規準〕と

く評価方怯〉

「 努力を要す る」 と判断される

への手だて

[創①]

自分な りの工夫をし、ごはんとみそ汁 を中

心 とした一食分の食事の計画を記入 してい

くワークシー3>

今 までの調理経験や、「食事の計画のポイ

ン ト」など に るよう 言する

〔知②]

調和のよい食事の整え方が分かり、食品を

働 別に 類できる くワークシー ト 〉

食品の図を参考にして、圓和のよい食

になるよ 』助云する。

【技①]ゆ でる紗めるなどの調理怯で作る

おかずを取り入れて、一食分の嚢事の計画

を立てている。〈ワークシー ト④ 〉

調理経験や絵カードなどを参考にして料理

を考えさせたり、手順や材料などを具体的

一
〔関③〕

ア ドバイスに関心をもち、修正付け足しを

書いている くワークシー ト4>

記入内容(手 順や分量など〕を具体的に助

言する

にbじ こ 臼 」L里の'谷 の の ま

本時では、小題材 の目標 バランスのよい食事の計画を立てる上で評価規 準に照 らし合わせ て、

「主なおかずが思いつかない」、「食 品のバ ランス那考え られない」 また、 「調理方法や 手順 、

材料や 分量が考 え られ ない」な どのっ まず きが予測 され ると考えた。朝食の実態調査 、今まで

の学習の記録 な どか ら本時に気 を付 けて見ていきたい児童 を中心に 、座席表(次 頁)に ●▲な ど

の印 を付 けて本時に手だてを工夫 した結果、次のよ うな児童の変容をとらえることがで きた。
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ア 児童Aの 学習状況の様子 ・

*学 前 の 実 言 査

赤 の食品群の色

ワ ー ク シ ー ト

ロ の

rl日 の食事の実鮨調査1か ら 〔朝 ■}

なはたらき

児

童

A

ご は ん ウ

イ ン ナ ー 目

玉 焼 き み そ

汁 ぶ ど う

主に体セつくるもとに

な筍もの

魚肉卵

大豆

とうふ

ンイ

,

卵

そ

ウ

ナ

・

み

のり 小

魚 牛乳

わかめ

主に体の罰子を整え

る の

色のこい罫 色 の 薄 い

野粟 ・畏

.;=ど う

の

エネルギーの もと

になるもの

静繍 ご

飯 いも

ごは ん

じ 申 が

い も

油 マ ヨ

ネーズ

一タ
8
、'

由

気づいたこと

バ ラ ンス よ く食・

ぺ て い た

*実 態調査 からの児童Aの 評価

食 品のバ ランスがよい と児童A
は考 えたが 、緑の食品が果物で あ

った。 本時 では、果物で はな く野

菜でバ ランスを取 るよ うにさせ た

い と考 える。

*っ ま きが予想 され る児童 に座席表への記 号を記入

◆ 【創意 工夫 】 ● 【技能 】▲ 【知 識 ・技 目

〔座 席表 の一部)

① ◆
② ●
③
児童A

囲:果 物は食品として野菜と違 う点を
考え させ野菜で補 う方法 として、5年 生
の学習で実習 した野菜 をゆでる料理 を考

えさせた

匝 亜:調 理時間や できあが りを考 えて、
計画を立てるよ うに勉 言 したg

児 童A〈Bか らAの 学 習状況 を実 現 した児童 〉 の評価

評価規準r創 意 ・=L夫」については事前調査の 「朝食のまとめ(気 付いたこと)」で野菜が不足 していたが、「バ

ランス よく食べていた。」と記入 していた。本時の導入で行った 「自分の朝食 を振 り返る」で、野菜 が不足 してい

たことに気が付いた.「朝食作 りの計画1で は果物ではなく野菜を意識して取り入れたことh{書かれていた.ま た、

栄養のバランスだけでなく、味や色 も工夫しバランスのよい計画を立てることができていたので評価規準=Aで あ

ると判断 した

イ 児童Bの 学習状況の様子

食品群の色 赤 の 食 品 縁 の 食 品 ■ 色 の 盒 品

気がついたこと

な働世

品名

料理名

主に体をつくるもと

になるもの

主に体の謂子を蓬え

るもの

エネルギーの もと

になるもの

蝋肉罪 弐

夏

とうふ

のり 小魚

牛乳

色のこい野

葉

色の 璋 い野

菓 ・県 物

砂糖 ご

飯 いも

油 マ ヨ

ホ ーズ

児
童
8

おに ぎ り

ミー トポー

ル

お に ぎ リ

ミ ー トポ

ー一ル

の り お に ぎ

り

な し

■

=1◆ 【創意 工夫 】 ● 【技能 】▲ 【知識 ・技能11

赤 の食品群におにぎ りと記入、具 の=
'(座 席表

の一部)1◆ 印1:5.6年 生 で 学習 した調

中に赤の食品群が使 われていたか ら

である。 また、気づいた ことが 「な1◆

し」 とな っている。食品のバ ランス ②

について気付かせたい3▲

させ 、赤の食 品を使 ってできる料理 を

あげ させた。

匡亘]:教 科書の食品群の図を参考にして
三つの食 品群が使 われ ているか見直す よ

う助言 した,

児 童B〈Cか らBの 学 習状 況 を実 現 した児童 〉 の評価

評価規準 「創意 ・工夫」にっいては、本時の評価では主なおかずに粉ふきい もを書いていたので 「努力を要する」

状況 と判断 したが,上 記の助言で教科書や レシピ集 を見ていり卵を主なおかずに書くことができた。

評価規準 「知識 ・理解」については、食品の主な働 きのグループ分けで分類に手間取る食品があった.助 言 をも

.と焦盆晶盤駐奥轍藷煮鰭2二 玄潔二」L監葺≦忌志.益ヱ都 …皿厘一説匝藁、1滋鯨虫湘錆黒エ重.ゑ↓.述迎 と判断した,t

一89一



④題材の学習終了後における児童の変容の様子

《輔 調査、報 縮 砒 較》 輔 口 報 ■

㎝

鵬

鵬

憎

腸

眺

鵬

錨

獅

鵬

㎝
いつも時々 しない

箔

渦

鵡

剛

鵬

"

踊

鵠

旧

"

しワ 騨■, 零え姐1

蜥

職

揖

珊

瓢

価

瓢

m

職

㎝
LiJも1毒h 買騒し喧い

*但 康 のため に栄 養 のバ ラン スを考 *学 校 で調理実習 した ら寡 で も作って *家 族のために食事作りや食事の手

えて食 事 を してい ますか み ますか. 伝 いを しますか、

よくす る時々す る児 童の割合 よ くす る時 々す る児童の割合 よ くす る時々する児意 の割合

事前80%→ 事後91% 事 前63%→ 事 後85% 事 前51%→ 事後79%

<<考fi>>家 庭での実践を実行する児童の割合が増え、その理由として 「上手くできて自信がっいた」

「家族にも食べさせてあげたい」「家族の役に立ちたい」などと述べている,こ のことから、授業の成功感 ・

満足感が実践へと結びっいていることが分かうた,個 々に応 じたきめ細かい手だての成果 と考えられる。

V研 究 の まとめ

家庭 部 会で は 、本年度 次 の2点 を重点 に研 究 を進 め成 果 を得た。

*個 に応 じた指 導 の工夫

児童 一 人 一人 の事前 の実態 をつ かみ 、「努力 を要す る1と 判断 され る児 童へ の具体 的 な手 だ

て を指 導案 に盛 り込み 指導 を行 った。 「洗 た くを しよ う」 「コマー シャル 大会 」の学 習 では 、

事 例 の よ うに一 人一 人の学 習意 欲 が高 め られ た。 また 、実態 に沿 った手 だて を取 る こ とで そ

れ ぞ れ の題 材 での基礎 ・基本 が身 に付 いた と考 え る。また 、「食事 の計 画」で は学 習にっ まず

いて い る児 童へ言 葉 かけや ア ドバイ ス タイ ムの設定 、資料 の活 用 、「コマー シャル 大会 」で は

テ ィー ムテ ィー チ ングな ど指 導方 法 を工夫 す ることに よ り、「努 力 を要す る」と判 断 され る児

童 が 「おお むね満 足で きる」状 況 に、「お おむ ね満足 でき る」 と判 断 され る児童 が 「十分 満足

で き る」状 況 に変 容 し、基礎 ・基 本 の定着 へ つなが った。

*評 価 の 工夫

「洗 た くを し よ う」 「食 事 の計 画」 で は、 〈観 察 〉で の評価 を把握す る方 法 と して座 席型

評 価 記録 を使 い、 さらに児童 の 実態 を記号化 して座 席表 に組 み込む こ とで、短 い時 間の 中 で

よ り的確 な評 価 を行 うことが で きた。 また 、 ワー クシー トでは観点 の分析 を行 い 、観 点別 の

評 価 を よ り確 実な もの とで き るよ う作成 し、評価 の補助 と した。 この よ うに評価 方 法の 工夫

をす る こ とに よ り、児童 の変容 を と らえ一 人一人 の児童 に基礎 ・基 本の習 得 を確 実 な もの と

す る こ とがで きた。

*指 導 と評価 の 一体化

指 導 と評価 の一体化 に取 り組 む ことに よ り、家庭 生活 に関心 を もち、学 習意欲 を高 め、生

活 を よ り良 くして い こ うとす る態度 を育て る ことが で きた と考 え る、
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